
一
般
社
団
法
人 

日
本
鉄
鋼
協
会

551
～

604 Vol.26 No.9  2021

一般社団法人 日本鉄鋼協会
The Iron and Steel Institute of Japan

https://www.isij.or.jp

Vol.26 / No.9/ 2021
（一社）日本鉄鋼協会会報

ISSN  1341-688X

Bulletin of �e Iron and Steel 
Institute of Japan

津波に備える防潮堤・防波堤
Techno Scope

インフォマティクス入門－12　　
AI ／機械学習プラットフォームDataRobot の
使用方法
（DataRobot Inc.　伊地知晋平）

入門講座



info@nihon-tp.com
http://www.nihon-tp.com/

http://www.minco.co.jp

 
弾性率と弾性定数 

 

2109～ふぇらむ 

弾性率と内部摩擦の高高温温測測定定でで最最高高のの装装置置 
 

高高温温弾弾性性率率等等同同時時測測定定装装置置 

EG-HT 
 

〇最も信頼性の高い高温測定が可能。 

粘性による振動数依存誤差が最小。 

〇強力共振機構で難共振材に対応。 

難共振時の偽振動が最少。 

〇多くの測定条件､測定項目に対応。 

ヤング率､剛性率測定 

ポアソン比算出 

温度依存性,ひずみ依存性 

2 種の内部摩擦測定 

〇最高 1200℃    EG-HT&LT 

 

弾性率は最もよく使われるヤング率のことを示している人もいますが、正

式にはヤング率や剛性率、ポアソン比等の総称名で､材料個体のマクロの力学

特性値です。似た用語である弾性定数は原子結晶間の力学特性のことで弾性

スティフネス Cij というミクロの力学特性値であり、弾性率発生のベースで、

いずれも Hooke’s Law を基本としています。いまや材料は異方性材料が主と

なる時代できちんとした弾性率を求めるには結晶レベルの弾性定数から求め

ていくことが必要な時代です。弊社では世界で唯一の弾性定数測定装置メー

カーとして圧電駆動型(通称 RUS 法 CC 型)と電磁超音波法(EMAR 法 CCⅡ

型)の 2 機種を揃えています。本装置は異方性試料の代表である単結晶の測定

から､材料開発の初期に測定したい数ミリ程度の多結晶体の測定へ進んでい

ます。逆解析法という特殊で独自の解析法を使用していますが、現在自動解

析できるソフトを開発・検証中ですので、より使い易くなり、最先端材料研

究にご利用いただけるものと思います。 

強制振動式内部摩擦測定装置 

メメカカニニカカルルススペペククトトロロメメーータターー 

MS シシリリーーズズ 
 

〇 温度一定で加振エネルギー(振動数)を変え

て内部摩擦変化を測定。(温度変化による物

性変化を除外) 

〇 従来装置に比べて高分解能､ 

高感度、高安定 

〇 測定や温度制御機構の改良 

により液体窒素の消費量が 

激減。長時間測定にも無人 

安定 

〇 悪条件下でも安定測定向上 
    MS-LHT 

共振法応用の弾性率や内部摩擦等の物性測定・試験・計測装置の開発専門企業 
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室温や比較的低温で最最もも信信頼頼性性のの高高いい装装置置 
 

自自由由共共振振式式弾弾性性率率､､内内部部摩摩擦擦測測定定装装置置 

JE-RT(ヤング率)& JG-RT(剛性率) 
 

〇高精度・簡単操作・高再現性・迅速測定 

非接触加振、非接触検出 

試料も置くだけ 

〇幅広い試料形状（室温装置） 

短冊状でも細線・丸棒でも 

薄く・小さいものから厚く長いものまで 

 
 
 

JE-RT 
      & JG 

Cij 測測定定はは力力学学特特性性かからら組組織織解解明明をを可可能能にに 
 

電電磁磁超超音音波波共共鳴鳴式式 

弾弾性性率率・・弾弾性性定定数数装装置置 

CCⅡ-シリーズ 
 
〇 異方性単結晶から多結晶体まで 

〇 弾性定数(弾性スティフネス Cij)も弾性率も 

〇 5mm 程度の立方体､直方体から円柱､円板，

薄板(0.2mm)まで 

〇 室温用、高温用 

(常用 1000℃ 最高 1200℃) 

〇 阪大基礎工 平尾･荻研開発 
        

 CC2-HT 

 

C11 
C44 
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本号のTechno�Scopeでは、「津波に備える防潮堤・防波堤」
に焦点をあてました。東北地方太平洋沖地震は、多くの課題を
我々に投げかけ、考え方を大きく変える転換点となりました。
津波対策もその一つで、減災をになう防護施設には、長く持ち
こたえる「粘り強さ」がより一層求められるようになり、高い
強度と粘り強さを併せ持つ鉄鋼材料の出番となりました。海に
囲まれた地震国である日本において開発された材料と技術が、
世界中の人々の命をもっと救えるのでは、と思えてなりませ
ん。さらに、世界が直面しているCOVID-19も、社会の在り方
や生活の変容を新たに突き付けてきています。我々は、これら

の苦い経験に粘り強く対応していくしかないのでしょう。
この編集後記は東京2020の開幕直後に書いています。ワクチ

ン接種が始まったとはいえ、オリンピック・パラリンピックの
開催を躊躇する意見も見られました。しかし、全力を尽くすア
スリートの姿は、見る者に感動と元気を与えるに違いありませ
ん。東京2020が世界中の人々にとって良い方向への転換点とな
り、この編集後記が皆様の目に触れる頃、あらゆる情勢が好転
していることを願っています。
� （H.K.）
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■銅ステーブ
最新技術により、循環式熱応力による偏芯量を最小限に抑えた垂直型溝孔構造による
不等辺四角形溝付き水冷構造の銅ステーブを開発しすでに採用済み

■多層式耐摩耗材の挿入
・波形配列の連結方式による挿入も可能
・モース硬度9.4（ダイアモンドのモース硬度は10.0）の焼結細密セラミックによる
二重構造の高耐摩耗鉄扉にも採用可能
・極く僅かの損耗率である超耐摩耗耐火材を使用

KME Special Products社の総販売代理店

KME社製 圧延銅ステーブ

最新技術による耐摩耗方式が搭載されているKME社製銅ステーブ

KME社特許取得済みの最新技術による耐摩耗材が搭載された銅ステーブの特徴
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